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×のり付け水田紗弥子

1981年 東京都生まれ。
2004 年 東京造形大学 造形学部 美術学科 比較造形専攻 卒業、
2006 年 武蔵野美術大学大学院 芸術文化政策コース修了。
トーキョーワンダーサイト勤務を経て、
現代美術に関する展覧会、フェスティバル、
アートアワードなどの企画・運営、コーディネートに携わる。
企画した主な展覧会に
「Alterspace - 変化する、仮設のアート・スペース」（アサヒ・アートスクエア、2014）、
「皮膚と地図 :4 名のアーティストによる身体と知覚への試み」（愛知芸術センター、2010）
などがある。2014 年に株式会社 Little Barrel を設立。
2016 年より東京造形大学非常勤講師。

もの・かたり ̶手繰りよせることばを超えて ̶

ヒルサイドフォーラム（東京都渋谷区猿楽町 18-8）
2019 年 3月 6 日（水）～ 3月17 日（日）

菊池遼、小山友也、下山健太郎、白井忠俊、
中山晃子、原田郁、宮崎勇次郎（五十音順）

水田紗弥子（キュレーター｜Little Barrel ）

東京造形大学 美術学科 絵画専攻 

生嶋順理 教授、母袋俊也 教授、宮崎勇次郎 助教
（東京造形大学 造形学部 美術学科 絵画専攻領域）
山越紀子（プロジェクトマネジメント｜BÜRO A
（iNTOUCH JAPAN LLC））

2019 年 3月 6 日

東京造形大学　
〒 192-0992 東京都八王子市宇津貫町 1556 番地
 TEL 042-637-8111

水田紗弥子
東京造形大学 見える化プロジェクト展覧会 実行委員

東京造形大学 造形学部 絵画専攻領域

サンエムカラー

篠原紙工

佐藤 薫（subtle.）

関連イベント 

2018 年 11月12 日（水）
15:00 -16:30 
シンポジウム
「もの・かたりをつなぐ」
 ̶見える化プロジェクト・
絵画専攻出身者による
展覧会に向けて 
パネリスト：
白井忠俊・原田郁・中山晃子    
モデレーター：水田紗弥子
（キュレーター｜Little Barrel ）
場所：東京造形大学

2019 年 3月 9 日（土） 
18:00 - 
オープニング レセプション
パフォーマンス：中山晃子
場所：ヒルサイドフォーラム

2019 年 3月16 日（土） 
15:00 - 
ギャラリートーク
登壇：水田紗弥子
（キュレーター｜Little Barrel ）
場所：ヒルサイドフォーラム 
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展覧会企画 参考文献
梅原猛『もののかたり』淡交社、1995 年
河合隼雄『ファンタジーを読む』講談社 + α文庫、1996 年
河合隼雄『物語を生きる今は昔、昔は今』岩波現代文庫、2016 年
坂部恵『かたり』弘文堂、1990 年
千野帽子『人はなぜ物語を求めるのか』ちくまプリマ新書、2017 年
野家啓一『物語の哲学』岩波書店、2005 年
野家圭一ポール・オースター『鍵のかかった部屋』柴田元幸訳、白水 u ブックス、1993 年
ポール・オースター『オラクル・ナイト』柴田元幸訳、新潮文庫、2016 年
ミヒャエル・エンデ『ものがたりの余白エンデが最後に話したこと』岩波現代文庫、2009 年
ウンベルト・エーコ『物語における読者』篠原資明訳、青土社、2011年
市川浩・他編『場所現代哲学の冒険 7』岩波書店、1991年
ロラン・バルト『物語の構造分析』みすず書房、1979 年

ち ょっ と し た 意 識 や
隣 り 合 う 景 色 の 違 い が
絵 に 作 用 す る

始 ま りも
終 わ りも な い
「 循 環 す る 時 間 軸 」

（2018 年11月26日対談より抜粋・編集）（2018 年11月26日対談より抜粋・編集）

白 井 忠 俊下 山 健 太 郎

｜手繰りよせることばを超えて｜

もの・かたり

東京造形大学  造形学部  美術学科  
絵画専攻領域「見える化プロジェクト」

Q:洞窟の作品「echo location」について話してもらえますか。

下山：「echo location」は実際にラオスの洞窟に行った経験から作った作品です。観

光地ではない未開の洞窟で、真っ暗な空間をヘッドライト一個で先導され入りました。

ホールのような開けた空間に到着したとき、ライトを消すと、終わりが見えないよう

な状況に思えました。視覚は頼りにならない代わりに、何かに包まれているような、

何かの生き物の中にいるような感触がありました。20歳くらいの経験だったんです

が、そういう感触みたいなものに近づこうとするということが制作の原動力になり空

間の内部を手で探っていくような感覚で制作していました。何かに包まれている感触

は心地良くも怖くもあり、それをきっかけに作品が作れないか考えていました。

Q:木枠からキャンバスを外して描いている理由を教えて下さい。

下山：洞窟の中にいるような感覚によって、何かに生かされているようなことを悟っ

たり、あらゆるものが関係しながらバランスを保つようなことを考えて制作してい

ましたがテーマが壮大になりすぎていてもう少し身近な手触りを描きたいと考えてい

ました。同じ頃に 17年住んでいた実家を解体しました。家の物を捨てて空にした時

に、自分の近くに残した物は布地や洋

服などや、残しておきたい本などでし

た。布や紙などを移動できる状態に保

つことが必要だった経験から、自分が

把握できる物を移動できる状態に保ち、

自分の生活に合った形態を制作にも反

映させ、キャンバスを木枠に張らずに

描くことにしました。

薄くて丸められることが重要で、木枠から外した作品を持ち運び、気になった場所に

設置し、写っていない景色も含めて場所や光がどういう状態なのかを考えながら、写

真撮影や野外での展示をしています。キャンバスには下地を塗っていないので、どん

どん絵の具が染み込み、木枠に張られていないので描こうとすれば揺れるし、コント

ロールが効かない部分が多く、丸めてしまうことで絵は完璧に再現されず、見え方す

ら一定に留められない。そのようなイレギュラーに起きる事を受け入れて反応して判

断しています。立体作品も制作していますが、場所のスケールに対して物を配置して

空間を探り、景色を変えていくことを考えながら、絵画との関係性のなかで展示して

います。制作過程でも例えば絵を複数重ねてみたり、スタジオの中でも色のあるもの

を絵に近づけてみたり、石を床に置いてみたり、そういうちょっとした意識や隣り合う

景色の違いが絵にどう作用しているのかを外側から眺め確かめながら制作しています。

1990 年 東京都生まれ。東京在住。
2014 年 東京造形大学 造形学部 美術学科 絵画専攻領域 卒業、
2016 年 東京造形大学大学院 美術研究領域 修了。
近年の主な個展に「seeing far away」（BRAVENESS CONTEMPORARY、神奈川、2017）、グループ展に「朝
飲んだ水、濁り泡立つ川と透き通った黄金のおしっこ。乾いた堅い毛に跨がる夕方、砂の上では土亀がすべる」
（西郷山公園、東京、2018）、「CU-SeeMe vol,1 」（CSギャラリー、東京、2018）、「rgb＋ vol.9」（zokei ギャ
ラリー、東京、2017）、「rgb＋ vol.8」（zokei ギャラリー、東京、2016）、「夏の採光」（木島平村中町展示館、
長野、2016）、「跳ねる土」（HIGURE17-15cas、東京、2014）、「turner museum vol.1」（ターナーギャラリー、
東京、2012）、「 KIRITUMA」（キリツマ 、東京、2011）、 「猿の絵」（ギャラリー石、東京、2010）等。
レジデンスに「アーティストインレジデンス木島平」（長野、2016）
shimoyamakentaro.com

Q:円筒絵画について教えて下さい。

白井：代表作のシリーズは蛇を描いた円筒絵画で、私たちが通常考えるような始まり

と終わりがある時間概念ではなく、始まりも終わりもない「循環する時間軸」を表現

しています。その効果を最大限に活かすために円筒面に描いています。鑑賞者は立ち

止まっていると作品すべてを見ることはできないため、巨大な樹木のような円筒絵画

の周りを歩き回らなければなりません。歩き回ると始まりも終わりもないことに気づ

きます。横方向に流れる時間軸を発生させるために、横に広い缶詰のような形にして

います。また、この作品そのものが縄文土器を表しています。縄文土器の縄目文様は

蛇を表していると考えていて、よく見られる渦巻き紋も循環する時間軸の形象表現で

はないかと予想しています。

Q:円筒絵画のシリーズを制作するきっかけはありますか。

白井：本来は住宅地を作る予定だった近くの森が、30年くらいの間手付かずで荒れて

いたのですが里山整備されたことで通いはじめました。森を何年も定点観測をすると、

当たり前だけれど四季がぐるぐる巡っているのを感じ、時間とは物の変化なのだと気づ

きました。更に大きな循環を森で目の当たりにしました、それは「竹ノ花」で、120年

に一度咲くと云われ不吉な前兆とされています。翌年、東日本大震災が起こりました。

平安時代の貞観地震以来と報道されていましたから、列島が背負う反復する災害だとわ

かりました。森の変化を見続けていたことで気が遠くなるほどの巨大な円環のイメージ

が湧き、制作のきっかけになっています。

Q:絵画のフォーマット自体を問う作品スタイルについて話してもらえますか。

白井：大学1年生の時『日月山水図屏風』（上図）を初めて見ましたが、その素朴さと力強

さに笑ってしまうほどでした。その後、この作品を実物大で色彩復元された作品を畳の上

でローアングルにして見ました。一見すると子供が描いたような山が暴力性を持ったとん

でもなく怖い山になって迫ってきました。見る側の姿勢を変えて体感しない限り、気づか

ないと思い、自分の作品も座って見てもらったり、作品と作品の間を歩き回ってもらった

りしています。東洋の遠近法は発達していなかったとよく言われますが、現実世界をトレー

スしようとする西洋画に対して、日本美術は視点の位置がはまった時に仮想空間が現れま

す。例えば山水の掛軸は下から上へとゆっくり鑑賞すると山を歩く行者を追体験する視線

の誘導が起こります。すでにやりつくされたと言われる絵画表現ですが、絵画には可能性

があると楽観的に考えています。私の場合、可能性のきっかけに参照するのは日本美術です。

西洋美術、近・現代美術を学ぶと進化しようとし、新しい答えを見つけ出そうとしますが、デッ

ドエンドに向かう意思も感じます。日本の意匠は神話や古典、名作を「読み替え」「読み直し」

「本歌取り」を繰り返していて、稀にヒットやホームラン級の新味が出るのが日本美術史だ

と考えます。フォーマットを問うために誰も見たことのない新しいフォーマットをひねり

出そうとは思っていません。中世の屏風なども再考の余地があると考えて制作に取り入れ

ています。今回の展示では新たな試みとして浮世絵の春画を取り入れて制作しています。

1972年 東京都生まれ。千葉県在住。
1996 年 東京造形大学 造形学部 美術学科 美術 I 類（絵画）卒業
1997年 東京造形大学研究生 終了。
主な展覧会に、SUSAKI MACHIKADO GALLERY （高知、2016）、PETIT SOL GALLERIE SOL（東京、2015）、
ART ICHIHARA 2015 AUTUMN（千葉、2015）、第10回 造形現代芸術家展「生れ出づる先に」（東京、2014）、
ART HOUSE ASOHBARA VALLEY（千葉、2013）、LIXIL GALLERY（東京、2012）、ART PROGRAM 青梅 8th
（東京、2010）、GALLERY NATSUKA（東京、2006）他。
第16回 岡本太郎現代芸術賞（2013）入選、東京造形大学研究生修了作品展 ZOKEI 賞（1997）受賞。
firstoil.s1.bindsite.jp

『日月山水図屏風』小林美術科学により色彩復元©小林美術科学

cap 『echo location』2016、
130cm×380cm、キャンバス、油彩


